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シーズ概要

血液型が無く、感染源を含まず、長期保存が可能な人工赤血
球（HbV）は、現行の献血・輸血システムを補完できる。更に長
期間保存ができ、小粒径なので、輸血では為し得ない利用法が考
案されている。化学教室は本製剤の製造法と利用法に関する技
術を保有している。Hbは CO が結合すると耐熱性を帯び、60℃
の加熱処理（ウィルス不活化）を経て、高純度 HbCO 溶液が得ら
れる。これを生体適合性の高いリポソームに内包する。可視光照
射で CO を除去し、Hb をデオキシ型とすることで、長期保存が
可能となる（Deoxy-HbV）。空気に接触すれば、容易に酸素を結
合し酸素運搬体として機能する。他方、CO 結合体（Carbonyl-
HbV）も虚血再灌流障害や炎症の低減に有効である。これまでに
効能と安全性に関する膨大なデータを保有している。

研究成果の応用可能性

　人工赤血球は、輸血代替としてのみならず、虚血性疾患やが
ん治療、臓器保存、再生組織への酸素供給媒体、細胞保護効果
を有する一酸化炭素(CO)運搬体、血管腫のレーザー治療の標
的として利用できる。酸化したmetHbを内包した小胞体はシア
ン中毒の解毒剤としても作動する。リポソーム調製法(混錬法)
は様々な機能性分子・タンパク質のカプセル化にも応用できる。
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